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震災前の市街地の状況 

年間商品販売額、従業者数、事業所数ともに
減少傾向→震災前から市街地が衰退していた 

商業統計より（宮古市全体のデータ） 

平成14年 平成16年 平成19年 

事業所数（店） 1170 1096 989 
従業者数（人） 5648 5496 4983 
年間商品販売額（百
万円） 

10956 10436 9765 

売り場面積（㎡） 76315 77355 69270 



自動車利用可能になっても商店街利用者
の郊外流出を減らすためには・・・・・・・・？ 

・復興住宅地が商店街に近接 
(物理的距離の改善) 

・自動車利用不可能 
(徒歩中心の生活に移行) 

震災後の商店街利用者が増加 

展望 

商店街を利用せざるを得ない状況 

震災後の市街地の状況 



商店街主体のイベント 

行 事 名 
がんばるぞ！商店街  

宮古あきんど復興市 
宮古あきんど復興市 2011秋 宮古あきんど福興市2012初夏 

期日 2011年6月11-12日 2011年10月9-10日 2012年6月9日-10日 

内容 

①街かど復興音楽祭 
宮古市内外の音楽愛好者によ
る楽器、バンド演奏 等 
 
②りあす亭落語会＆出前寄席 
東北出身者の落語家がりあす
亭で落語をするほか、グリーン
ピア田老内で出前寄席を実施し
ます 
 
③賑わい復興市 
・軽トラ市 
・Ｂ級グルメ屋台 
・街なか潮干狩り大会 
・末広町おらほの店の自慢の品
の販売 
・中央通テント市＆産直市 
・宮古の象徴 フライ旗（大漁
旗）飾り 

①宮古の秋の味覚を味わうグルメ 
・岩手牛の丸焼き 
・サンマの七輪焼き 
・芋の子大鍋など 
 
②地元宮古の小学生・中学生などによ
る街かど音楽祭、震災写真展 
 
③宮古商業高校の生徒による宮商デ
パートチャレンジショップ、ポニー馬車な
ど 
 
④「現地マネージャー育成事業」により
福岡県で活動している現地マネー
ジャー、ステージで福岡のよさこい踊り 
 
⑤宮古の人と福岡の人との意見交換
の場も持たれて交流 

①花の市 
②街なか潮干狩り大会 
③全国かけはしフェア・軽トラ市 
④街かど音楽祭・芸能祭 
⑤フリーマーケット 
⑥鉄神ガンライザーと羅刹や
パッカー大佐らのキャラクター
ショー 

場所 末広町・中央通り商店街 

• 宮古あきんど復興市 



商業の現状に関するまとめ 
• もともと衰退傾向だった市街地に、皮肉にも
震災により賑わいがもたらされた。だが、その
賑わいは永続的なものとは言えず、何らかの
対策が必要であると思う。 

• イベントの回数・内容の充実が必要であると
考えられる 

商店街構造とイベントについての2つの提案 



復興計画における中心市街活性化方針 
• 地区まちづくり復興計画（中心市街地地区） 

– 防潮堤等の整備により最大クラスの津波も防御できると予想さ
れることから、従前の土地利用を尊重し、商業地と住宅地が共
存する良好な環境を形成します。 

• 宮古市震災復興計画（推進計画） 
– 中心市街地の活性化を図るため、被災事業者の再建を支援す
るとともに、魅力あるまちづくりの推進や賑わい創出の取り組
みを推進します。 

– 多くの人が住み、訪れる中心市街地として、商業や公共サービ
スなどの日常生活を支える機能がコンパクトに集積し、ユニ
バーサルデザインを基本としたまちづくりを推進するとともに、
公共施設の機能集約を含めた適正配置を図ります。  

従来の土地利用に少し改善を加えたうえで、 
コンパクトな街づくりをできないか？ 



商店街の土地利用に関する提案 

• 末広町商店街の空き地の利用 

–震災により壊れた店や、もともと空き店舗だった
店の多くが、現在空き地となっている 

–空き地をうまく活用した土地利用ができないか？ 



商店街の土地利用に関する提案 

• 市街地の問題点 

–緑が少ない！ 

–休憩場所が少ない！ 

• 提案 

–公園や子供が遊べるような休憩スペースをつくる 



イベントに関する提案 

独創的なイベント 

住民に馴染みにくい・地域との関連性が薄い 

地域の歴史に根ざした行事 

住民に馴染みやすい・地域性の強調による
アピールポイントの増加・他地域とのかかわ
りの増加 

興味を引きやすい・観光客の吸引 

地味である 

? 

宮古復興
あきんど
市など 



べんぎゅう祭 
牧庵鞭牛 

○ 三陸沿岸の海辺道をはじめ、宮古から盛岡に至る往路（現在の国
道106号線の元となる）などの開削に生涯をささげた。  

○ 道をふさぐ巨岩に対しては薪で熱し冷水をかけ破壊するという当
時としては画期的な方法 

宮古街道が通る各地の特産物の販売 
→宮古が誇る海産物を県内外にアピールする
ことで商店街や宮古市のアピールにつなげる。 

期間 第三土・日に開催→他県の住民の集客に期待 

場所 宮古街道をメインに可能であれば他の地域
でローテーション（岩泉、山田などでも） 
→被災地同士のつながり強化 

内容 




